
桜
が
植
樹
さ
れ
る
な

ど
、
景
観
が
評
判
だ
っ

た
常
盤
湖
畔
。
常
盤
湖

周
辺
を
市
民
に
一
般
開

放
す
る
目
的
で
、
宇
部

共
同
義
会
・
渡
辺
祐
策

ら
が
土
地
一
七
七
五
坪

を
購
入
し
宇
部
市
に
寄

贈
し
た
こ
と
で
、
常
盤

公
園
の
開
設
が
実
現
と

な
る
。
市
民
の
大
き
な

憩
い
の
場
と
な
っ
た
常

明
治
以
降
石
炭
産
業
が

活
発
に
な
り
、
厚
狭
郡

宇
部
村
の
人
口
は
急
速

に
増
加
、
発
展
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
町
制
を
経
ず
に

一
挙
に
市

制
が
施
行

さ
れ
た
。

県
内
で
は

下
関
市
に

次
い
で
二

番
目
の
市

制
施
行
と

な
る
。
当

時
村
か
ら

町
制
を
経

ず
市
に
直

接
昇
格
し

た
例
は
全

国

的
に
も

珍
し
い
事
で
あ
っ
た
。

初
代
宇
部
市
長
に
は
前

村
長
で
あ
っ
た
國
吉
亮

之
輔
が
就
任
し
た
。

施
行
当
日
は
琴
崎
八
幡

宮
神
殿
に
お
い
て
奉
告

祭
が
行
わ
れ
、
続
い
て

「
宇
部
市
民
誓
文
五

則

」

が

発

表

さ

れ

た
。
新
川
小
学
校
講

堂
に
て
祝
賀
宴
会
が

催
さ
れ
、
市
制
施
行

を
喜
ぶ
市
民
の
万
歳

三
唱
の
声
が
響
く
。

市
制
施
行
に
伴
い
、
新

庁
舎
は
翌
年
寺
の
前

か
ら
常
盤
通
り
に
新

築
移
転
し
た
。

宇 部 市 百 年 新 聞1 0 0 t h  A n n i v e r s a r y

宇
部
市
誕
生

厚
狭
郡
宇
部
村
が
村
制
か
ら

　
　
町
制
を
経
ず
に
市
制
施
行

〈
一
九
二
一
年
十
一
月
一
日
〉

宇
部
軽
便

鉄
道
全
通

宇
部-

小
郡
間

〈
一
九
二
五
年
〉

市
中
に
祝
賀
気
分
湧
く

花
火
大
会

開
催

宇
部
市
で
最
初
の

〈
一
九
二
八
年
〉

宇
部
電
気

鉄
道
開
通

宇
部-

小
野
田
間

〈
一
九
二
九
年
〉

当
時
は
発
車
ご
と
に
満

員
に
な
る
ほ
ど
す
し
詰

め
の
大
盛
況
で
、
一
日

の
平
均
利
用
者
数
は
二

千
人
を
超
え
た
。

現
J
R
小
野
田
線

現
J
R
宇
部
線

内
務
省
告
示
を
伝
え
る
当
時
の
新
聞

常
盤
公
園
開
設〈
一
九
二
五
年
〉

渡
辺
祐
策
ら
が
常
盤
湖
畔
の

　
　
　
　
　
土
地
を
購
入
し
市
に
寄
贈

盤
公
園
は
当
時
か
ら
と

て
も
賑
い
を
み
せ
た
。

現
在
も
散
歩
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

宇
部
市
百
年
新
聞

1
0

0
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炭
都
祭
を
改
称
し
石
炭

の
恩
恵
に
感
謝
し
て
開

催
さ
れ
た
石
炭
祭
。
市

制
施
行
記
念
日
で
あ
る

十
一
月
一
日
、
市
街
は

華
や
か
に
装
飾
さ
れ
煙

火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ

る
。
中
津
瀬
神
社
で
商

工
会
議
所
主
催
の
式
典

が
行
わ
れ
、
第
一
回
石

炭
祭
が
幕
を
あ
け
た
。

そ
の
後
、
山
車
が
繰
り

出
さ
れ
楽
隊
を
先
頭
に

仮
装
行
列
が
市
街
を
練

り
歩
く
。
そ
し
て
上
空

で
は
祝
福
の
飛
行
機
が

乱
舞
し
た
。

ま
た
数
十
店
舗
、
約
百

五
十
名
が
参
加
し
た

「
広
告
行
進
隊
」
も
祭

り
を
盛
り
上
げ

る
。
ロ
ボ
ッ
ト

や
荷
車
等
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
こ

ら
し
た
大
道
具

を
つ
く
り
、
並

ん
で
行
進
し
な

が
ら
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
そ
の
様

子
を
見
て
市
民

は
爆
笑
の
渦
に

包
ま
れ
る
。

最
終
日
の
夜
、

シ
ャ
ギ
リ
隊
や

仮
装
行
列
の
底
抜
け
騒

ぎ
を
も
っ
て
祭
り
の
幕

は
閉
じ
た
。

市
制
施
行
記
念
日
か
ら

数
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
た
展
覧
会
や
生
花

学
童
作
品
展
、
広
告
行

列
大
行
進
な
ど
数
々
の

催
し
は
「
炭
都
祭
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。
土
産

品
展
覧
会
で
は
全
国
各

地
の
お
も
ち
ゃ
や
食
べ

物
な
ど
様
々
な
も
の
が

取
り
寄
せ
ら
れ
、
所
狭

し
と
並
ん
だ
。
そ
の
ほ

か
菊
花
展
や
仮
装
行
列

も
行
わ
れ
、
音
楽
隊
が

祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

炭
都
祭

開
催

〈
一
九
三
四
年
〉

大
量
の
石
炭
を
運
搬
で

き
る
大
型
船
が
接
岸
で

き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
数
年
前
か
ら
工
事

が
始
ま
り
、
三
つ
の
防

波
堤
と
灯
台
が
設
置
さ

れ
た
。
工
事
は
進
み
、

現
在
の
宇
部
港
の
原

型
が
で
き
る
。
一
九

三
八
年
に
関
税
法
に

基
づ
く
開
港
指
定
を

受
け
、
一
九
五
一
年

に
は
重
要
港

湾
に
指
定
さ
れ
た
。

二
〇
一
一
年
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
国
際
バ

ル
ク
戦
略
港
湾
（
石

炭
部
門
）
に
選
定
。

大
型
船
の
接
岸
可
能
に

宇
部
港
完
成

〈
一
九
三
三
年
〉

第 

一 

回

「
宇
部
ま
つ
り
」の
原
型

 

　
　
　
市
内
は
歓
喜
の
渦
に

石
炭
祭
開
催

〈
一
九
三
五
年
〉

当時の仮装の様子

宇
部
市
発
展
の
基
礎
を

築
い
た
渡
辺
祐
策
翁
の

遺
徳
を
記
念
し
て
、
翁

の
関
係
し
た
七
事
業
各

社
の
寄
付
を
得
て
、
一

九
三
五
年
に
着
工
。
設

計
は
著
名
な
建
築
家
の

村
野
藤
吾
が
担
当
し

た
。
同
会
館
は
音
響
効

果
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て

お

り
、
村

野

藤

吾
の
作
品
の
中

で
も
屈
指
の
名

作
と
高
く
評
価
さ

れ

る
。
建

物

の

名
称
は
、当
初
「
宇

部

市

民

館
」
が

予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
完
成
直
前

に
変
更
さ
れ
た
。

渡
辺
翁
記
念

会
館
竣
工

〈
一
九
三
七
年
〉

渡
辺
翁
の
遺
徳
を
記
念

陸
上
競
技
場
が
登
場

恩
田
運
動
公
園
完
成

宇
部
市
に
お
け
る

　
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に

〈
一
九
四
一
年
〉

宇
部
市
に
上
陸

台
風
に
伴
う
高
潮
の
襲

来
で
厚
東
川
の
堤
防
が

決
壊
。 

市
内
広
域
に
氾

濫
す
る
濁
流
に
よ
り
、

約
八
万
四
千
も
の
市
民

が
罹
災
し
た
。

周
防
灘
台
風

厚
東
川
が
決
壊

〈
一
九
四
二
年
〉

宇
部
興
産

株
式
会
社

設
立

沖
ノ
山
炭
鉱

宇
部
窒
素
工
業

宇
部
セ
メ
ン
ト
製
造

宇
部
鉄
工
所

四
社
が
合
併

〈
一
九
四
二
年
〉

一
九
四
○
年
、
当
時
は

神
武
天
皇
が
即
位
し
て

か
ら
二
六
〇
〇
年
で
あ

る
こ
と
を
記
念
し
て
、

日
中
戦
争
下
で
は
あ
る

が
日
本
中
が
お
祝
い

ム
ー
ド
だ
っ
た
。
宇
部

市
は
石
炭
景
気
で
わ
き

か
え
っ
て
お
り
、
記
念

事
業
と
し
て
恩
田
運
動

公
園
の
建
設
が
決
ま
っ

た
。
年
明
け
さ
っ
そ
く

工
事
が
始
ま
り
、
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技

場
が
完
成
す
る
。
ま
た
、

野
球
場
（
現
愛
称
ユ
ー

ピ
ー
ア
ー
ル
ス
タ
ジ
ア

ム
）
も
開
場
。
宇
部
市

民
体
育
協
会
も
発
足
し

た
。
プ
ロ
野
球
の
試
合

も
含
め
幅
広
く
利
用
さ

れ
る
。

後
に
恩
田
プ
ー
ル
も
完

成
し
、
一
九
六
三
年
の

第
十
八
回
国
民
体
育
大

会
夏
季
大
会
の
会
場
と

し
て
使
用
さ
れ
た
。現

在
も
年
間
を
通
じ
て
年

齢
を
問
わ
ず
多
く
の
市

民
に
親
し
ま
れ
利
用
さ

れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
あ
る
。

小
野
湖
に
貴
重
な
水
が
め

太
平
洋
戦
争

一
九
三
九
年
に
西
日
本

は
大
干
ば
つ
に
お
そ
わ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
山

口
県
は
厚
東
川
ダ
ム
の

建
設
を
計
画
し
た
。
太

平
洋
戦
争
を
経
て
よ
う

や
く
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
は
完
成
す

る
。
ま
た
小
野
湖
は
森

林
に
囲
ま
れ
様
々
な
動

植
物
が
生
息
し
、
西
日

本
有
数
の
オ
シ
ド
リ
の

飛
来
地
と
し
て
も
有

名
。
そ
の
他
多
く
の
野

鳥
が
観
察
で
き
る
。二

○
○
八
年
、
中
心
部
の

湖
岸
に
体
験
学
習
施
設

「
ア
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
お

の
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

工
業
都
市
で
あ
る
宇
部

市
は
計
八
回
の
爆
撃
を

受
け
る
。
市
街
地
の
大

半
は
焼
野
原
と
な
り
、

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
。
戦
後
、
土
地
区
画

整
理
や
公
営
住
宅
等
の

建
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
必
要
な
石
炭
の

増
産
が
行
わ
れ
、
市
民

一
体
と
な
っ
て
復
興
に

つ
と
め
た
。
後
に
幅
五

十
㍍
の
常
盤
通
り
が
開

通
す
る
等
、
復
興
に
は

長
い
年
月
が
か
け
ら
れ
、

人
々
は
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
て
い
っ
た
。

厚
東
川
ダ
ム
完
成

宇
部
大
空
襲〈
一
九
四
五
年
〉

〈
一
九
五
○
年
〉

と
き
わ
動
物
園
の
前
身

で
あ
り
、
市
民
の
一
円

募
金
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
。
当
時
は
現
「
勤
労

青
少
年
会
館
」
敷
地
に

あ
っ
た
が
、
後
に
常
盤

公
園
に
移
さ
れ
る
。

宇
部
興
産
株
式
会
社
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
社
長
で
あ
っ

た
俵
田
明
を
顕
彰
す
る

目
的
で
建
設
し
、
宇
部

市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
国

民
体
育
大
会
等
、
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

船
木
町
・
万
倉
村
・

吉
部
村
が
合
併

市
民
運
動
始
ま
る

俵
田
翁
の

　
　
胸
像
も

二
十
団
体
が
参
加

楠
町

 

誕
生

第
一
回
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル

「
花
いっ
ぱ
い
運
動
」

俵
田
翁
記
念

　
体
育
館
落
成

宮
大
路
動
物
園

当時の遊園地の図

〈
一
九
五
五
年
〉

〈
一
九
五
五
年
〉

〈
一
九
五
五
年
〉

〈
一
九
五
八
年
〉

〈
一
九
五
九
年
〉

多
く
の
白
鳥
が
泳
ぐ
常

盤
湖
の
一
角
に
誕
生
し

た
常
盤
遊
園
地
。
開
園

式
で
は
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
鳩
が
飛
び
立
っ

た
。
集
ま
っ
た
千
人
近

い
市
民
か
ら
喜
び
の
歓

声
が
わ
く
。

遊
器
具
は
チ
ェ
ア
タ

ワ
ー
・
ジ
ャ
イ
ロ
・
観

覧
車
・
木
馬
バ
ン
ビ
・

ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー
・
飛
行

塔
・
こ
ど
も
自
動
車
の

ほ
か
、キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
・

こ
ど
も
ボ
ー
リ
ン
グ
・

ス
テ
レ
オ
・
八
ミ
リ
シ

ネ
マ
室
な
ど
の
備
わ
っ

た
室
内
娯
楽
場
も
。
当

時
近
郊
で
は
み
ら
れ
な

い
内
容
で
、
子
供
達
の

人
気
を
集
め
た
。

入
園
料
は
無
料
。
遊
器

具
使
用
料
は
か
か
る
が
、

開
園
の
日
の
午
前
中
は

無
料
開
放
さ
れ
た
。

工
事
は
第
一
期
の
段
階

で
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

等
他
の
遊
器
具
の
設
置

も

予

定
。

翌
年
は
西

日
本
で
初

の
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス

タ
ー
が
完

成
す
る
な
ど
し
て
一
大
観

光
地
計
画
が
実
現
し
た
。

戦
後
七
年
目
に
し
て
、

市
制
記
念
日
を
協
賛
す

る
石
炭
祭
が
十
七
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
。
露
店

が
並
び
、
に
ぎ
や
か
な

シ
ャ
ギ
リ
や
仮
装
行
列
、

広
告
カ
ー
ニ
バ
ル
が
祭

り
を
盛
り
上
げ
た
。

石
炭
祭

復
活

〈
一
九
五
二
年
〉

常
盤
遊
園
地

誕
生

県
内
初
の
動
物
園
開
園

〈
一
九
五
八
年
〉

常
盤
公
園
に
夢
の
楽
園

2021年11月1日
市制記念日
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